
日

生産に励み、豊かな家庭と郷土を築く。

O 新時代にふさわしい技術を身につけ d

0 たえず経営研究に励み、合理化にっと為る。

〈大洲市民憲章〉

~~~:会~~~~暴:;~;~食事~~I益還

2 0 昭和 48年 10月
4・

第 212号

市 の 人 口 4 月 1日)

人口 38，217人
男 18，063人女

世帯数 10.381世帯

面積 240，93平方キロメートル

発行大洲市役所

編 集 総務課

20.154人
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消
防
施
設
穫
備
事
業
費
百
九
十
万
円

(
消
防
署
工
作
車
、
消
防
無
線
機
、
小

型
動
力
ポ
シ
プ
)

農
業
経
営
実
験
事
業
費
九
十
六
万
一

千
円
(
時
代
に
対
応
す
る
合
理
的
、
高

能
率
的
な
農
業
経
営
伊
実
証
的
に
確
立

し
よ
う
と
す
る
も
の
)

菅
田
小
学
校
校
舎
建
設

農
業
経
営
実
験
事
業
費
な
ど

税

監
査
委
員
に

民

補

正

予

算

を

可

決

市

九
月
定
例
市
議
会
は
、
九
月
十
九
日
か
ら
十
一
日
間
の
会
期
で
菅
田
小
学
校
改
築
事
業
費
、
農
業
経
営
実

験
事
業
費
、
道
路
新
設
改
良
事
業
費
等
を
含
む
三
億
九
千
百
四
十
七
万
七
千
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
ゃ
、

大
洲
市
庁
舎
整
備
審
議
会
条
例
、
市
立
平
小
学
校
施
設
轄
備
委
員
会
条
例
な
ど
二
十
五
議
案
を
原
案
ど
お
り

可
決
し
、
陳
情
、
請
願
な
ど
必
要
な
採
択
を
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。
可
決
さ
れ
た
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

、ー
ぜあ

心、

大
細
川
市
議
会
議
長

大
洲
市
議
会
副
議
長

、、
I
1
J
 

，，r
 

泉

紘

文

事!?をそ語ii?zi言語持
主産量主宗 左京ZEて只皇吉田雲 宮

iiiiiiiiiiitiiif 
議室足農益 三於番手想主 管曇単 語
管雲吉芝草 宗主警 25等 芝居室 主

時?85音量
説会員長官
軒提言 2

5 25fち
伝定震埜ま E官五震警警中号室
352震I需主君費223Z3
詩開52言語E主主計
525電器員長25計三
表書真宗雪量生害毒天王宮喜
き裏尺島幸主三繋主義柔於雲

秩
序
あ
る
開
発
行
為
を

H

指

導

要

綱
ρ

決

ま

る



."f' 

施
設
の
特
色
は
霧
が
多
く
収
得
時
閣

の
少
な
い
大
洲
平
野
独
特
の
気
象
条
件

を
考
慮
し
て
、
四
百
ト
ン
貯
蔵
可
能
な

貯
溜
ピ
ン
を
備
え
、
一
時
に
大
量
搬
入

が
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

受
け
入
れ
後
は
す
べ
て
自
動
的
に
乾

燥
、
も
み
す
り
、
選
別
、
計
量
、
包
装

農
業
の
近
代
化
を
め
ざ
レ
て
、
第
三
が
語
れ
二
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
一
万
七

次
農
業
占
構
造
改
善
事
業
で
実
施
し
て
一
千
俵
の
米
を
処
理
す
る
能
力
を
も
3

て

い
た
フ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
完
成
レ
ま
し
一
お
り
ま
す
。

た

。

一

一

フ

イ

ス

セ

ン

タ

ー

の

完

成

に

よ

っ

て

乙
の
事
業
は
大
洲
市
農
業
協
同
組
合
一
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
常
農
計
画

一
が
東
大
洲
に
七
千
八
百
六
十
万
円
を
役
一
に
お
け
る
稲
作
労
力
一

0
ア
ー
ル
当
り

タ
じ
て
集
配
し
て
い
た
も
の
で
、
今
年
秋
一
五
人
役
の
実
現
は
可
能
に
な
っ
た
も
の

ン
の
取
入
れ
よ
り
稼
動
す
る
と
と
と
な
り
一
と
レ
て
、
乙
の
セ
ン
タ
ー
の
全
面
利
用

セ

一

ま

レ

た

。

一

が

望

ま

れ

て

い

ま

す

。

ス一イ
一

一フ一
た
一

し
一

成
一

完

(2) 昭和 48年 10 {!L 2 0日

乾

燥

か

ら

包

装

ま

で

自

動

化

翁毘居冨F持捗伺ヨー第 212号

大
洲
市
指
定
有
形
文
化
財

木

造

地

蔵

菩

薩

立

像

所
有
者

中
町
一
丁
目
地
蔵
堂

市
内
桝
一
形
通
り
か
ら
、
中
町
一
丁

目
に
入
る
と
す
ぐ
右
側
に
門
づ
く
り

の
地
蔵
堂
が
あ
り
ま
す
。

γ
そ
の
奥
左
手
に
宝
森
を
捧
げ
、

右
手
に
錫
杖
シ
ャ
ク
ヂ
ャ
ヲ
)
を

執
り
静
か
に
立
う
て
い
る
と
の
仏
像

は
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
五
セ
ン
チ
の

延
命
地
蔵
で
す
。
寄
木
造
で
鎌
倉
時

代
の
も
の
と
い
わ
れ
、
伏
し
目
で
穏

幼
児
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

「
こ
じ
か
ク
ラ
ブ
」
を
結
成

農

事

メ

生
活
と
農
作
莱

⑤
冬
に
そ
な
え
て
住
居
の
点
検
を
。

秋
の
農
繁
期
も
す
ぎ
ま
す
と
、
日

増
し
に
寒
さ
が
加
わ
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
農
作
業
が
一
段
落
し
た
と
こ

ろ
で
、
冬
に
そ
な
え
て
住
居
の
総
点

検
を
し
ま
し
ょ
う
。

室
内
を
暖
か
く
す
る
に
は
、
冷
た

い
外
気
の
流
入
を
防
ぎ
、
室
丙
の
援

か
い
空
気
を
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
す

る
建
築
的
な
方
法
と
、
人
工
的
に
援

中

町

一

丁

目

に

あ

る

菩

薩

立

像

」
じ
か
ク
ラ
ブ
結
成
式
で

こ
じ
か
旗
を
受
け
る
母
親

モ

か
ら
の
す
き
間
風
を
防
ぎ
ま
す
。

乙
の
他
に
は
、
ヵ
1
テ
シ
を
厚
地

物
に
す
る
と
か
二
重
に
す
る
な
ど
し

て
、
室
内
の
暖
気
を
外
に
世
さ
な
い

よ
う
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

@
籾
の
乾
燥
に
は
水
分
測
定
を
。

米
の
価
絡
も
上
昇
し
、
米
の
生
産

が
再
認
識
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
米
も
商
品
な
ら
ば
良
い
品
質
で

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
良
質
米
づ

く
り
に
は
籾
の
乾
燥
程
度
が
影
響
し

ま
す
。
乾
爆
不
足
で
は
、
貯
蔵
中
に

コ
ク
ゾ
ウ
虫
の
発
生
が
多
く
な
り
、

品
質
も
低
下
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
過
乾
燥
で
は
胴
割
米
が
多
く
な

房
す
る
方
法
か
あ
り
ま
す
。
居
時
築
的

な
方
法
は
さ
て
お
き
、
簡
単
に
誰
で

も
出
来
る
方
法
を
考
え
て
み
ま
レ
ょ

う
。
ま
ず
す
き
間
風
の
防
止
で
す
。

乙
れ
に
は
、
住
と
壁
、
建
異
と
柱
、

態
具
と
農
具
な
ど
の
す
き
間
に
パ
テ

.
テ
ー
プ
を
つ
か
っ
て
目
張
り
を
し

ま
す
。
ま
た
床
に
は
、
新
聞
紙
や
ル

l
フ
イ
ン
グ
(
屋
根
を
ふ
く
時
に
使

用
す
る
防
水
布
)
を
し
い
て
、
床
下

第
M
回
身
体
障
害
者

体

育

大

市
教
育
委
員
会

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投

東

Y
ユ
子
、
肱
北
)

砲
丸
投
の
部
'

大
野
ユ
タ
カ
(
八
多
喜
)

上
申
武
一
(
南
久
米
)

銀
メ
ダ
ル

立
巾
跳
の
部

川
本
満
義
肱
北
)

印
メ
ー
ト
ル
直
線
走
の
部

宮
間
ヤ
ス
子
新
谷
)

銅
メ
ダ
凡

砲
丸
投
の
部

向
井
八
重
子
新
谷
)

幸

崎

猶

行

肱

兆

大
洲
市
の
身
体
障
害
者
体
育
大
会
も

日
月
中
に
開
催
の
予
定
で
す
。

や
か
な
お
も
だ
ち
、
な
で
肩
の
肉
ど

り
の
薄
い
体
つ
き
、
各
一
所
九
み
ら
れ

る
蓮
(
は
す
)
の
よ
う
な
穏
や
か
な

衣
文
な
ど
は
藤
原
時
代
(
十
二
世
紀

末
)
の
地
蔵
立
像
の
特
色
を
一
ホ
レ
た

な
か
な
か
の
古
様
で
あ
り
ま
す
。
頭

部
を
や
や
大
き
目
に
レ
て
愛
く
る
し

く
、
錫
杖
を
持
つ
右
手
や
衣
棺
と
の

調
和
に
も
作
者
の
腐
心
が
窺
わ
れ
て

誰
も
が
心
か
ら
親
し
め
る
童
心
無
垢

の
仏
像
で
、
市
内
の
門
像
の
一
つ
と

し
て
価
値
あ
る
も
の
で
す
。

乙
の
地
蔵
主
は
、
法
拳
布
の
境
外

堂
で
、
、
念
像
は
朋
麿
三
年
一
六
五

七
)
聾
兵
左
衛
門
が
丸
亀
よ
り
大

洲
に
迎
え
た
と
い
い
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

善

意

の

清

掃

奉

仕

終

る

国
逼
五
十
六
号
線
肱
川
橋
を
毎
朝
五

時
前
頃
か
ら
精
掃
奉
仕
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
人
が
あ
り
ま
す
。

乙
の
人
は
中
村
の
か
た
で
、
一
年
有

一
余
も
黙
々
と
清
曹
匂
続
け
て
お
ら
れ
乙

一
の
善
意
は
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。

一
市
民
の
皆
さ
ん
が
生
活
レ
て
い
く
う

一
気
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
道
路
を
よ
と

一
入
っ
た
ヲ

一
y
ペ
ン
を

一
付
け
て
交

一
連
安
全
を

幼
児
を
変
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
幼
一
が
増
加
し
て
い
る
現
状
に
対
処
す
る
と
一
昨
び
か
け

稚
園
、
保
育
所
を
単
伶
と
し
た
突
通
安
一
と
も
に
発
育
段
階
に
応
じ
た
交
通
安
全
一
て
お
り
ま

全
「
こ
じ
か
ク
ラ
ブ
」
を
爆
の
指
揮
の
一
教
育
の
効
果
的
推
進
を
は
か
る
た
め
、
一
す
。

も
と
で
今
年
度
六
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
ま
一
母
子
ぐ
る
み
の
交
通
安
全
教
育
と
地
域
一
と
く
に

し

た

一

活

動

を

ま

、

幼

児

の

事

故

防

止

の

徹

一

重

運

転

乙
の
ク
ラ
ブ
は
、
幼
児
の
交
通
事
故
一
底
を
は
か
る
も
の
で
す
。
一
さ
れ
る
か

1
・‘ミ司、、、
h
g
'
h
hミ
h
E‘、、、町、、、‘、、、‘、、、，
h
hミ
h
ミ
h
ミ
H
E
-
-、HE--ミ
h

一

一

た

は

注

意

一
と
く
に
商
業
地
と
し
て
の
環
境
を
そ
一
結
成
式
に
は
、
ク
ヨ
ブ
ご
と
の
幼
児
一
し
て
く
だ

主

b

k
、

一

言

語

な

ど

の

態

禁

制

限

さ

れ

一

と

母

親

、

撃

を

は

じ

め

と

す

る

各

関

一

さ

い

。

{

d
・

C

L

一
る
だ
け
で
、
そ
の
他
の
用
途
の
建
物
は
一
係
者
が
出
席
し
て
関
か
れ
、
ク
ラ
ブ
活
一
語
、

苛

づ

く

り

の

た

め

こ

一

ほ

と

ん

ど

何

で

も

建

て

ら

れ

ま

す

。

奇

襲

の

た

め

と

じ

か

旗

、

E主
の
乙
り
の

者
て

C
1
6
1
一
6
準
工
業
地
域
一
眠
、
母
と
子
の
交
通
安
全
ブ
ッ
ク
、
と
一
ク
ラ
ブ
結

大
洲
市
で
は
警
計
画
に
お
い
て
主
る
も
の
に
加
え
て
、
事
、
事
務
所
、
一
主
と
し
て
環
境
の
悪
化
を
も
た
ら
す
一
じ
か

J
ペ
ン
の
贈
呈
を
行
い
そ
の
あ
一
成
に
つ
い

め
る
「
新
し
い
用
途
地
域
」
の
市
美
一
病
院
な
ど
も
定
て
ら
れ
ま
す
。
一
お
そ
れ
の
な
い
工
業
の
裂
を
増
す
た
一
妻
子
1
ル
ゃ
、
正
し
い
あ
る
き
万
一
て
は
四
十

を

つ

く

っ

て

い

ま

す

。

一

3
住

居

地

域

一

め

の

地

域

で

す

。

一

等

に

つ

い

て

の

指

導

や

、

実

施

訓

練

等

一

九

年

度

に

乙
の
素
案
は
大
開
市
都
市
計
画
区
域
一
あ
る
霊
の
用
途
の
読
の
混
在
を
一
と
く
に
公
室
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
一
幕
わ
れ
最
後
に
交
通
安
全
の
歌
を
み
一
結
成
が
進

の
土
地
利
用
の
方
針
に
基
づ
き
、
三
認
め
な
が
ら
、
主
と
し
て
住
居
の
環
境
一
工
事
、
危
険
物
議
う
工
場
を
除
い
一
ん
な
で
合
唱
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。
一
め
ら
れ
ま

一

一

一

幼

児

の

う

で

に

は

、

乙

じ

か

の

絵

の

一

す

。

ん
が
建
物
を
つ
く
る
と
き
の
ル
ー
ル
を
一
を
保
護
す
る
た
め
の
地
域
で
す
。
一
て
、
ほ
と
ん
ど
の
用
途
の
建
物
が
建
て
一
.

定
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
一
工
場
や
劇
場
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
ト
ル
コ
一
ら
れ
ま
す
。

そ
の
用
途
地
域
の
内
容
を
詞
閉
レ
ま
一
風
呂
な
ど
住
環
境
を
そ
乙
な
う
建
物
一
プ
工
業
専
用
地
域

す
と
、
次
の
と
お
り
で
す
。
一
は
緯
て
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
と
く
に
小
規
一
と
く
に
工
業
の
利
便
を
贈
す
た
め
の

'
第
一
種
住
居
専
用
地
域
一
模
な
工
場
や
パ
チ
ン
コ
屋
、
ボ
l
Dン
一
地
域
で
す
。

低
層
住
宅
地
と
レ
て
の
良
好
な
環
境
一
グ
場
、
旅
館
な
ど
は
患
て
ら
れ
ま
す
。
一
工
場
は
ど
ん
な
も
の
で
も
是
て
ら
れ

を
保
護
す
る
た
め
の
地
域
で
す
。
一

4
近
隣
商
業
地
域
一
ま
す
が
工
業
の
利
便
を
そ
乙
な
う
も
の

工
場
や
風
俗
営
業
施
設
な
ど
住
環
一
周
辺
の
住
民
に
対
レ
日
用
品
を
供
給
一
は
建
て
ら
れ
ず
、
学
校
、
病
院
、
住
宅

境
を
そ
乙
な
う
建
物
は
態
て
ら
れ
ま
せ
一
す
る
商
業
な
ど
の
利
便
を
増
す
た
め
の
一
居
舗
、
ホ
テ
ル
な
よ
も
建
て
ら
れ
ま
せ

ん
が
日
常
生
活
に
必
要
な
一
定
の
后
一
地
域
で
、
一
般
の
工
場
や
劇
場
、
キ
ャ
一
ん
。

舗
、
併
用
住
宅
、
公
衆
浴
場
、
小
中
学
一
パ
レ
i
、
ト
ル
コ
風
呂
な
ど
の
建
物
一
乙
の
よ
う
な
七
種
類
の
地
域
を
き
め

校
、
小
規
模
な
茸
便
扇
な
ど
は
緯
て
ら
一
は
是
て
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
唐
錦
、
事
務
一
今
後
十
年
を
自
標
に
、
住
み
よ
い
街
を

れ
ま
す
。
一
所
、
小
規
模
な
ヱ
場
は
題
て
ら
れ
ま
一
つ
く
る
た
め
、
素
案
を
つ
く
っ
て
い
ま

2
第

二

種

住

居

専

用

地

域

一

す

。

一

す

。

中
高
層
住
宅
も
是
つ
住
宅
地
と
し
て
一

5
商

業

地

域

一

乙

の

素

案

が

出

来

ま

す

と

説

明

会

、

良
好
な
環
境
を
保
護
す
る
た
め
の
地
域
一
銀
行
、
百
貨
広
、
映
開
館
、
斜
理
庄
一
円
公
聴
会
の
日
時
と
場
所
を
お
し
ら
せ
し

-
で
す
0

・
一
な
ど
の
建
物
が
集
ま
る
所
で
、
商
業
業
一
説
明
を
い
た
し
ま
す
。
鍾
設
課

一
第
一
種
住
居
専
用
地
域
に
建
て
ら
れ
一
務
の
利
便
を
増
す
た
め
の
地
域
で
す
。

..0.. 
コ~

市
出
場
者
好
成
績
を
お
さ
め
る

恒
例
の
第
十
二
回
愛
媛
県
身
体
障
害
一

者
体
育
大
会
が
九
月
三
十
日
松
山
市
堀
一

の
内
県
営
陸
上
競
技
場
で
持
大
に
開
催
一

さ

れ

ま

し

た

。

一

必

年

度

計

量

器

一

ま

す

。

が
れ
村
片
山

i
円

諮

問

問

一

の

定

期

検

査

一

ら

昨

日

万

目

下

の

塁

に

処

せ

害
に
打
ち
か
ち
、
粘
り
づ
よ
い
精
神
を
一
計
霊
法
の
規
定
に
よ
り
、
計
量
器
の
一
な
お
検
査
の
辛
饗
砕
か
必
要
で
す
か

養
う
と
と
も
に
、
霊
的
に
白
か
ら
の
一
定
期
検
査
を
行
い
ま
ず
か
ら
商
品
取
引
一
ら
、
検
雲
自
主
霊
の
金
額
章

刀
で
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
態
度
を
一
証
明
等
に
使
用
す
る
計
量
器
は
、
次
の
一
参
レ
て
く
だ
さ
い
グ
よ

は
ぐ
く
む
乙
と
に
あ
り
ま
す
。
一
日
程
の
聖
目
場
で
必
ず
検
査
を
受
け
て
一
棒
は
か
り
十
軍
油
十
円
程
度

大
洲
市
か
ら
も
四
士
二
名
の
選
手
が
一
く
だ
さ
い
。
戸
一
皿
は
か
り
四
十
時
刊
百
二
十
円
程
度

参
加
次
の
よ
う
な
好
成
績
を
お
さ
め
一
検
貨
を
受
け
ず
に
計
量
器
を
使
用
さ
一
台
は
か
り
百
二
十
円
1
四
百
円
程
度

ま

し

た

。

一

れ

る

お

府

は

消

費

者

の

自

が

光

っ

て

い

一

指

示

は

か

り

六

十

円

1
百
円
程
度

金
メ
ダ
ル

り
ま
す
。
現
在
の
よ
う
な
稀
架
乾
燥

で
は
、
長
期
間
お
き
ま
す
と
、
雨
に

再
々
あ
た
り
胴
割
米
が
多
く
な
り
品

質
が
低
下
レ
ま
す
。
そ
乙
で
稲
架
に

か
け
て
十
五
日
た
つ
と
籾
の
水
分
を

測
り
、
+
四
M

抑
制
何
度
に
な
っ
て
お
れ

ば
脱
穀
し
ま
し
ょ
う
。

籾
の
水
分
測
定
は
、
普
及
所
、
農

協
等
で
行
司
て
お
り
ま
す
の
で
、
稲

架
の
中
央
部
の
籾
を
ひ
と
に
ぎ
り
く

ら
い
持
っ
て
行
き
、
籾
の
水
分
を
測

り
ま
し
ょ
う
。

(
大
洲
農
業
改
良
汗
及
所
)

立
巾
跳
の
部

石
山
宗
善
(
平
野
)

計量器定期検査日程

尽日|時間|検査場所|月日|時間|検査場所

11月 13.00 八多喜公民館 12 13.00 菅国連絡所
b -16.00 -16.00 
611.00 上須戒公民館 13 11.00 南久米連絡所-12.00 -12.00 

13.00 13.00 
11 

-15.00 三善連絡所 " -15.00 平野連絡所

l~|.0120 .。。 11.00 
7 柳沢連絡所 14 

1~1.0160 .00 
大洲市民会館

13.00 15 中村公会堂
グ -15.00回処小学校 -16.00 

ト ー 11.00 新谷連絡所 16 11.00 喜多小学校-15.00 -16.00 
11.00 大成中学校 17 ll.00 6 旧大洲公会堂
1~3.。12。.00 -16.叩

" ，'::i5.oo 蔵川中学校

さ
な
い
よ
う
一
人
一
人
が
気
を
つ
貯
ま

し
ょ
う
。

ω月
お
日
中
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④
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日
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刊
日

h
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v

h

γ

幻
自

h

v

h

v

h

r

お
日

h

y

h

v

b

y

診
療
時
間
午
前
八
時
半
1
午
後
六
時

午布

伊
予
温
故
録
(
宮
脇
遇
赫
盟
側
〉

日
本
の
陽
明
学
(
上
(
柳
町
達
協

中
国
の
思
想

-
韓
非
子

5
墨
子

7
易
経

9
論
語
叩
孫
子
・
呉
子
ザ

日
売
伝
ロ
仲
村
ヂ

昧
の
旅

9
大
阪
・
神
戸

芙
蓉
の
人
(
新
田
次
郎
弘

北

の

詩

人

(

快

本

清

張

)

巨

人

の

磯

(

ヂ

)

華
麗
な
る
一
族
旬
、
上
中
下
(
山
崎
)

一
乱
舞
1
一
内
(
有
吉
佐
和
子

彩
の
女
L
A
下

(

平

岩

弓

枝

)

海

の

地

図

(

石

原

慎

太

郎

ず
乙
い
き
り
(
源
氏
鶏
太
)

怪
異
一
一
挺
根
銃
(
山
田
風
太
郎

歪
ん
だ
罫
線
(
町
田
恒
男
)

霧

の

中

(

山

手

樹

一

郎

男
た
ち
の
ブ
ル
ー
ス
生
島
治
郎
)

殺
意
の
演
奏
(
大
谷
羊
太
郎

裂
け
た
視
覚
(
高
木
彬
光
)

か
え
り
み
て
明
日
を
思
う
(
松
下
)

太
陽
へ
の
挑
戦
(
糸
山
英
太
郎

妹
た
ち
の
か
が
り
火
仁
木
悦
子
)

読
み
き
か
せ
の
発
見
増
村
主
子
〉

ね
む
の
木
の
子
ど
も
た
ち
宮
城
)

き
も
の
の
本
(
旗
月
弥
栄
子

男
の
服
飾
図
鑑
(
メ

Y
ズ
ク
一
フ
プ
)

に
ん
に
く
の
効
用
(
新
居
裕
久
)

食
卓
必
の
効
用
(
市
川
佳
子
)

父

心

(

高

瀬

広

居

)

句
集
続
後
の
月
(
酒
井
黙
禅
)

ブ
刀
タ
ニ
カ
医
際
大
百
斜
事
典
8

少
年
朝
日
年
鑑
昭
和
必
年
版

9e

社
会
斜
続
計

良
平
の
村
に
雪
が
き
た
(
玄
関
芳
男

ち
い
さ
な
ち
い
さ
な
青
い
そ
ら


